
疫学研究

• 多く（すべて？）の疫学研究で、放射線被曝と
all solid cancersの関連を調べている
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診断年

全
体
に
占
め
る
割
合

 (
%

)

部位

胃
肝臓
口腔・咽頭
喉頭
甲状腺
食道
腎・尿路（膀胱除く）
前立腺
多発性骨髄腫
大腸 *1

胆嚢・胆管
脳・中枢神経系

肺
皮膚
膀胱
膵臓

除外: 全部位・悪性リンパ腫・子宮頸部・子宮体部・上皮内がんを含む部位

男におけるがん発生部位の構成比の年次推移

男性における固形がん発生部位の構成比の年次推移
（出典:年次推移：[国立がん研究センター がん統計]）

*1 1995～2002年は
   肛門（C21)を含む。

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/annual.html
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診断年

全
体
に
占
め
る
割
合

 (
%

)

部位

胃
肝臓
口腔・咽頭
喉頭
甲状腺
子宮
食道
腎・尿路（膀胱除く）
多発性骨髄腫
大腸 *1

胆嚢・胆管
乳房 *2

脳・中枢神経系

肺
皮膚
卵巣
膀胱
膵臓

除外: 全部位・悪性リンパ腫・子宮頸部・子宮体部・上皮内がんを含む部位

女におけるがん発生部位の構成比の年次推移
女性における固形がん発生部位の構成比の年次推移

（出典:年次推移：[国立がん研究センター がん統計]）

*1 1995～2002年は
   肛門（C21)を含む。

*2: 2003年以降のみ。

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/annual.html


疫学研究

• 多く（すべて？）の疫学研究で、放射線被曝と
all solid cancersの関連を調べている

• 低線量での線量推定値の不確実性

• 未観測交絡因子

• パラメトリックな線量反応評価

• 観察研究データのメタアナリシスの結果の信頼
性（線量推定の精度のばらつき？も含めて）
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